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旧呑川緑地に沿って
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キラッと跳ねた魚。
砂の裂け目からカニの目玉が
ニョキッと2つ。ここはどこ？
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●拝見！ 医師の一日

7119で、
24時間電話相談

●医療Q&A
●連載コラム／救急医療㉗
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え
め
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

『
22
時
過
ぎ
に
横
に
な
り
6
時
に
起
き
ま
す
。
寝
る
前
と

朝
に
水
を
１
杯
飲
み
ま
す
が
、夜
中
に
目
が
覚
め
た
時
も
水

分
を
と
る
と
、
そ
の
後
の
寝
つ
き
が
よ
く
な
る
気
が
し
ま
す
』

こ
れ
ま
で
に
、
血
液
に
細
菌
が
入
っ
た
り
、
腰
椎
を
痛
め

る
な
ど
の
病
気
を
経
験
し
ま
し
た
が
、と
く
に
強
化
委
員
長

時
代
に
患
っ
た
メ
ニエ
ー
ル
病
に
は
苦
し
ん
だ
そ
う
で
す
。

『
目
が
回
り
、
吐
き
気
が
し
て
、
辛
か
っ
た
で
す
ね
』

幸
い
に
こ
こ
数
年
、
健
康
診
断
で
は
ほ
ぼ
問
題
な
し
。
い

ま
は
む
し
ろ
、
選
手
の
健
康
や
体
調
管
理
に
目
配
り
す
る
立

場
で
す
。
そ
し
て
、こ
の
面
で
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
界
は
驚
く
ほ

ど
進
歩
し
ま
し
た
。
大
仁
さ
ん
は
、1
9
9
1
年
の
J
リ
ー

グ
誕
生
が
そ
の
転
換
点
に
な
っ
た
と
指
摘
し
ま
す
。
練
習
・

休
養
・
栄
養
な
ど
、
す
べ
て
に
高
い
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
た

の
が
サ
ッ
カ
ー
の
プ
ロ
化
で
し
た
。

『
選
手
た
ち
の
考
え
方
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
、サ
ポ
ー
ト
体
制
、

ど
れ
を
と
って
も
ま
っ
た
く
変
わ
っ
た
と
言
え
ま
す
』

影
響
は
年
代
を
超
え
て
浸
透

し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
少
年

サ
ッ
カ
ー
の
指
導
者
は
、
子
ど
も

た
ち
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無

ま
で
確
認
し
ま
す
。
夏
場
は
試

合
を
いっ
た
ん
中
断
し
て
給
水
さ

せ
る
こ
と
も
当
た
り
前
に
な
り

ま
し
た
。

『
昔
は
、
汗
を
か
く
と
疲
れ
る
か

ら
と
水
は
飲
め
な
かっ
た
。よ
く
み

ん
な
大
丈
夫
だ
っ
た
な
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
意
識
改
革
が
、日

本
サ
ッ
カ
ー
の
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
』

子
ど
も
た
ち
と
、選
手
た
ち
と
、

大
き
な
夢
を
描
き
た
い
。

6
月
4
日
、
男
子
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の

5
大
会
連
続
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
W
杯
）出
場

が
決
ま
り
ま
し
た
。
歓
び
の
な
か
で
、
最
も

安
堵
し
た
の
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会（
J
F
A
）
会
長
の

大
仁
邦
彌
さ
ん
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ

も
ま
だ
夢
に
向
け
た
始
ま
り
の一つ
の
よ
う
で
す
。

多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
同
様
に
、
現
役
を
退
く
と
、

大
仁
さ
ん
は
す
ぐ
に
運
動
不
足
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

『
と
に
か
く
歩
こ
う
と
。
こ
れ
だ
け
で
ず
い
ぶ
ん
と
違
い
ま

し
た
。
最
近
は
、
車
の
移
動
が
増
え
て
困
って
い
ま
す
』

多
忙
な
職
務
ゆ
え
の
悩
み
で
す
。
趣
味
の
ゴ
ル
フ
も
機
会

を
み
つ
け
て
は
出
か
け
て
い
ま
す
が
、
目
的
は
ス
コ
ア
に
は
な

い
よ
う
で
す
。

『
カ
ー
ト
に
乗
ら
ず
に
歩
く
こ
と
。
そ
れ
に
徹
し
て
い
ま
す
』

食
べ
物
に
好
き
嫌
い
は
な
く
、
お
酒
は
以
前
と
比
べ
て
控

大仁 邦彌さん
                    Kuniya Daini

J
リ
ー
グ
は
今
年
、
開
幕
し
て
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

協
会
も
サ
ッ
カ
ー
の
隆
盛
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
社
会

貢
献
活
動
に
よ
り
一
層
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

『
全
国
の
小
学
校
の
校
庭
を
中
心
に
、
緑
化
の
た
め
の
芝
生

の
苗
を
提
供
す
る
活
動
は
そ
の一つ
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
総
面

積
で
サ
ッ
カ
ー
場
1
0
0
面
以
上
が
芝
生
化
さ
れ
ま
し
た
』

注
目
さ
れ
る
の
は
、2
0
0
7
年
か
ら
始
ま
っ
た「
J
F
A

こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
事
業
で
す
。
小
学
5
年
生

を
対
象
に
、
競
技
団
体
の
枠
を
越
え
て
集
ま
っ
た„
夢
先
生
＂

が
、ゲ
ー
ム
や
体
験
談
を
通
じ
て
、目
標
に
向
か
って
努
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
授
業
を
行
って
い
ま
す
。一
昨
年

か
ら
は
日
本
体
育
協
会
と
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
、日

本
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機
構
と
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
四
者

で
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
と
し
て
、
新
た
に「
ス

ポ
ー
ツ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジェク
ト
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

『
健
康
は
身
体
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
目
標
を

持
ち
、
決
し
て
挫
け
な
い
精
神
を
育
み
た
い
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
』

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
は
い
ま
、男
女
と
も
世
界
の
第

一
線
に
躍
り
出
ま
し
た
。
し
か
し
、
名
だ
た
る
強
豪
を
相
手

に
し
た
戦
い
は
容
易
で
は
な
く
、
切
れ
目
な
く
選
手
を
育

成
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
指
導
者
の
資

質
向
上
、
優
れ
た
才
能
の
発
掘
、
環
境
の
整
備
な
ど
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

『
女
子
選
手
を
増
や
し
、
若
い
世
代
の
能
力
を
伸
ば
し
た
い

で
す
。
ま
た
、
現
役
引
退
後
の
活
躍
の
場
も
必
要
と
思
い
ま

す
。
個
人
的
に
は
近
い
将
来
、
十
分
な
設
備
と
機
能
を
持
っ

た
協
会
自
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
、
首
都
圏
に
作
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
』

目
指
す
は
世
界
の
頂
点
。
人
々
が
共
有
で
き
る
大
き
な

夢
を
描
く
力
こ
そ
サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
で
す
。

日本サッカー協会会長。1944年神戸市生まれ。小学5年生でサッカーと
出会い、市立本山中学校で近畿大会優勝。兵庫県立神戸高校から慶應
義塾大学へ。大学時代は公式戦全出場。70年三菱重工入社、2年目に
日本代表選出。高校・大学・社会人を通じて守備を担うディフェンダーとし
て活躍した。当時の日本サッカーリーグ119試合、代表として国際Aマッチ
44試合に出場。76～78年三菱重工コーチ。84～89年同監督。92年
日本サッカー協会施設委員長。96年～強化委員長、99～02年、強化
推進本部副本部長として日本代表チームの強化責任者となる。00年に
常務理事に就き、女子委員長、フットサル委員長・日本フットサルリーグ最
高執行責任者（COO）などを歴任後、06年JFA副会長。12年より現職。

大仁 邦彌（だいに くにや）
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予
防
接
種

感
染
症

予
防
接
種
と
感
染
症（
3
）

ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
b
型（
ヒ
ブ
）は
、
中
耳

炎
、
副
鼻
腔
炎
、
気
管
支
炎
な
ど
の
感
染
症
の
ほ
か
、
ず
い

膜
炎
、敗
血
症
、肺
炎
な
ど
の
重
篤
な
感
染
症
を
乳
幼
児
に

引
き
起
こ
す
病
原
細
菌
で
す
。
5
歳
未
満
の
ヒ
ブ
に
よ
る
ず

い
膜
炎
は
、
年
間
4
0
0
人
前
後
が
発
症
し
、
約
11
％
が
死

亡
し
た
り
、
重
い
後
遺
症
が
残
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
は
子
ど
も
の
細
菌
感
染
症
の
二
大
原
因
の
一つ

で
す
。
ず
い
膜
炎
、菌
血
症
、肺
炎
、副
鼻
腔
炎
、中
耳
炎
と

いっ
た
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
5
歳
未
満
の
肺
炎
球
菌
に

よ
る
ず
い
膜
炎
は
、年
間
1
5
0
人
前
後
が
発
症
し
、約
21
％

が
死
亡
し
た
り
、
重
い
後
遺
症
が
残
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
に

よ
り
、
約
80
％
の
乳
幼
児
が
、
ず
い
膜
炎
な
ど
の
重
篤
な
感

染
症
を
予
防
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

① 

ジ
フ
テ
リ
ア
：
ジ
フ
テ
リ
ア
菌
が
の
ど
に
つい
て
、
気
道
が

ふ
さ
が
っ
て
息
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
菌
の
毒
素
で
神
経

麻
痺
や
心
臓
の
筋
肉
の
炎
症
を
合
併
し
て
死
亡
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

② 

百
日
せ
き
：
百
日
せ
き
菌
が
の
ど
に
つ
き
、か
ぜ
の
よ
う

な
症
状
で
始
ま
り
、
せ
き
が
長
く
続
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。
け
い
れ
ん
や
肺
炎
を
起
こ
し
た
り
、
1
歳
未
満
、
と

く
に
生
後
6
か
月
以
下
で
は
無
呼
吸
で
死
亡
し
た
り
脳

症
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③ 

破は
し
ょ
う
ふ
う

傷
風
：
破
傷
風
菌
が
傷
口
か
ら
入
って
、
菌
の
毒
素
で

筋
肉
が
け
い
れ
ん
し
、
最
終
的
に
は
後
ろ
に
大
き
く
弓
な

り
に
な
り
、
痛
く
苦
し
い
症
状
を
伴
い
ま
す
。
呼
吸
が
で

き
ず
、
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

④ 

ポ
リ
オ（
急
性
灰か

い
は
く
ず
い
え
ん

白
髄
炎
）：
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
症
で
す
。
感
染
し
て
も
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
、
発

病
し
な
い
か
、発
病
し
て
も
多
く
は
か
ぜ
症
状
で
す
が
、ま

れ
に
手
足
に
麻
痺
を
起
こ
し
、
運
動
障
害
が
残
り
ま
す
。

日
本
脳
炎
は
、
突
然
の
高
熱
、
頭
痛
、
嘔
吐
、
意
識
障
害
、

け
い
れ
ん
を
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
性
の
急
性
脳
炎
で
す
。
日
本

脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
豚
の
血
か
ら
蚊
を
介
し
て
感
染

し
ま
す
。
感
染
し
て
も
多
く
の
場
合
は
発
病
し
ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
、
主
に
冬

に
流
行
し
ま
す
。
高
熱
を
伴
い
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
な
ど
の

呼
吸
器
の
病
気
や
、
脳
炎
・
脳
症
を
起
こ
し
重
症
化
し
や
す

い
病
気
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
1
歳
以
上
6
歳
未
満
で
の

発
病
阻
止
効
果
は
、
30
％
前
後
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
脳
炎

な
ど
の
重
症
化
は
予
防
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
考
文
献
： 

N
P
O
法
人
V
P
D
を
知
っ
て
、
子
ど
も
を
守
ろ
う
の

会 

編「
お
母
さ
ん
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
ガ
イ
ド
」

今
回
は
不
活
化
ワ
ク
チ
ン（
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
殺
し
て

毒
性
を
な
く
し
、
抵
抗
力
を
つ
け
る
の
に
必
要
な
成
分
を
取

り
出
し
て
作
っ
た
も
の
）が
ど
の
よ
う
な
病
気
を
防
い
で
く
れ

る
か
を
説
明
し
ま
す
。

子
ど
も
を
V
P
D（
ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病
気
）か
ら
守
る

た
め
に
、
す
べ
て
の
ワ
ク
チ
ン
が
一
刻
も
早
く
定
期
接
種
化
さ

れ
る
こ
と
を
熱
望
し
ま
す
。

B
型
肝
炎
は
、
以
前
は
血
液
を
介
し
て
感
染
す
る
ウ
イ
ル

ス
疾
患
と
し
て
、
輸
血
や
注
射
針
の
使
い
回
し
が
感
染
を
広

げ
る
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。一
度
感
染
す
る
と
、一
部
は

慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
、
肝
が
ん
を
発
症
し
て
死
に
至
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
30
年
以
上
前
に
、
B
型
肝
炎
に
感
染

し
て
い
る
妊
婦
が
出
産
す
る
と
き
に
、
子
が
B
型
肝
炎
に
感

染
す
る
垂
直
感
染
が
問
題
に
な
り
、
B
型
肝
炎
に
感
染
し

て
い
る
母
親
か
ら
生
ま
れ
た
子
に
直
ち
に
ガ
ン
マ
グ
ロ
ブ
リ

ン
を
注
射
し
、
B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、

垂
直
感
染
を
予
防
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
体
液
を
介
す
る
水
平
感

染
が
B
型
肝
炎
の
感
染
を
広
げ
て
い
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば

子
ど
も
同
士
で
遊
ん
で
い
て
、
B
型
肝
炎
に
感
染
し
て
い

る
子
が
お
も
ち
ゃ
や
食
器
を
な
め
て
唾
液
が
付
き
、
ほ
か
の

子
が
そ
れ
に
接
触
す
る
こ
と
で
、
知
ら
な
い
う
ち
に
B
型

肝
炎
に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
思
春

期
以
降
に
、セ
ッ
ク
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
が
B
型
肝
炎
に
感
染
し
て

い
た
場
合
、
性
交
渉
を
介
し
て
B
型
肝
炎
に
感
染
す
る
、性

感
染
症
と
し
て
の
B
型
肝
炎
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
病
気

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
病
気

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
病
気

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
病
気

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
病
気

四
種
混
合（
D
P
T-

I
P
V
）で
防
ぐ
病
気
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東
京
都
災
害
対
策
本
部（
東
京
都
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

災害対策本部
三鷹市役所

災害医療対策実施本部
三鷹市総合保健センター

（三鷹市災害医療コーディネーター）

東京都医師会　DMAT（災害派遣医療チーム）

コミュニティーセンター
（簡易医薬品セットを設置）

日本医師会　JMAT（日本医師会災害医療救護班）

災害時医療拠点
武蔵野病院

三鷹病院、篠原病院
野村病院
井之頭病院
三鷹中央病院
長谷川病院

災害時医療救護所
第五小学校
高山小学校
中原小学校
南浦小学校
第三小学校
井口小学校
大沢台小学校

災
害
拠
点
病
院

多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

災
害
拠
点
中
核
病
院

杏
林
大
学
病
院

（
地
域
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

に
必
要
な
も
の
を
個
人
で
備
蓄
し
、
災
害
時
医
療
体
制

の
知
識
を
持
って
お
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

地
震
発
生
と
同
時
に
、
病
院
を
除
い
て
医
院
や
診
療
所

な
ど
は
直
ち
に
休
診
・
休
業
と
な
り
ま
す
。
三
鷹
市
と
医

師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
助
産
師
会
、
柔
道
接

る
だ
け
連
携
を
と
れ
る
組
織
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

三
鷹
市
は
、
武
蔵
野
市
、
府
中
市
、
調

布
市
、
小
金
井
市
、
狛
江
市
と
と
も
に
北

多
摩
南
部
保
健
医
療
圏
に
所
属
し
、こ
の

地
域
の
災
害
拠
点
病
院
は
、武
蔵
野
赤
十

字
病
院
、
慈
恵
医
大
第
三
病
院
と
杏
林

大
学
病
院
で
、こ
の
ほ
か
に
東
京
都
立
多

摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
特
に
災
害
拠
点

中
核
病
院
と
さ
れ
、
所
属
す
る
地
域
災

害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
三
鷹
市
を

は
じ
め
と
し
て
各
市
の
災
害
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
災
害
拠
点
病
院
と
連
絡

を
と
り
、
協
働
を
図
り
ま
す
。

D
M
A
T（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）や

J
M
A
T（
日
本
医
師
会
災
害
医
療
救
護

班
）の
効
率
的
な
広
域
的
配
置
、
医
療
資

器
材
の
配
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

震
度
6
弱
以
上
の
地
震
が
市
内
に
発
生
し
た
時
に
、
災

害
時
医
療
救
護
活
動
を
開
始
し
ま
す
。
初
期
活
動
は
組

織
活
動
が
行
わ
れ
る
前
の
も
の
で
す
。
災
害
発
生
時
は

大
変
混
乱
し
た
状
況
に
な
り
ま
す
の
で
、
災
害
発
生
時

■
三
鷹
市
災
害
対
策
本
部
：
三
鷹
市
役
所

■�

災
害
医
療
対
策
実
施
本
部
：
三
鷹
市
総
合
保
健
セ

ン
タ
ー

三
鷹
市
の
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
三
鷹
市
医

師
会
災
害
防
災
担
当
三
浦
靖
彦
理
事
）は
医
師
会
員
や

医
療
救
護
所
な
ど
か
ら
情
報
を
集
め
、
地
域
災
害
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
絡
を
と
り
ま
す
。

■
災
害
時
医
療
拠
点（
東
京
都
の
災
害
拠
点
連
携
病
院

に
相
当
す
る
）：
武
蔵
野
病
院
、三
鷹
病
院
、篠
原
病
院
、

野
村
病
院
、
井
之
頭
病
院
、
三
鷹
中
央
病
院
、
長
谷
川

病
院

■
災
害
拠
点
病
院
：
杏
林
大
学
病
院
は
、三
鷹
市
の
医

療
拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
東
京
都
の
災
害
拠
点
病
院

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
重
症
者
を
収
容
し
て
治
療
を
行

う
三
鷹
市
の
後
方
医
療
施
設
で
す
。

■
災
害
時
医
療
救
護
所
：
第
五
小
学
校
、
高
山
小
学

校
、
中
原
小
学
校
、
南
浦
小
学
校
、
第
三
小
学
校
、
井
口

小
学
校
、
大
沢
台
小
学
校

■
医
療
用
品
備
蓄
所
：
各
救
護
所
に
医
療
用
品
を
備

蓄
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
簡
易
医
薬
品
セ
ッ
ト
を
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
10
か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
相
互
で
、
ま
た
市
防
災
関
係
機
関
と
で
き

　
本
誌
で
は
78
号（
2
0
1
3
年
3
・
4
月
号
）を
「
災
害
医
療
特
集
2
0
1
3
」
と
し
て
発
行
し
、
東
京
都
の
災
害

医
療
計
画
案
を
中
心
に
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
、
皆
さ
ん
の
地
元
の
具
体
的
な
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

　
三
鷹
市
で
は「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
踏
ま
え
た
三
鷹
市
の
災
害
対
策
の
構
築
」
を
軸
に
災
害
対
策
に
取
り
組
み

始
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
23
年
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
際
に
、J
M
A
T（
日
本
医
師
会
災
害
医
療
救

護
班
）に
9
グ
ル
ー
ブ
を
派
遣
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
災
害
対
策
計
画
案
を
見
直
し
ま
し
た
。

図1　三鷹市の災害時医療の組織図

災
害
時
医
療
体
制
を
知
っ
て
お
こ
う
！

災
害
時
医
療
の
組
織
図（
図
1
）

初
期
活
動

1

三
鷹
市
内

広
域
地
域
連
携

医
療
救
護
ス
タ
ッ
フ
の
活
動

地元医師会の
災害時医療対策

医師会
三鷹市

1

4



骨
師
会
の
会
員
は
、
予
め
定
め
ら
れ
た
災
害
時
医
療
救
護

所
、ま
た
は
病
院
に
参
集
し
、
医
療
救
護
活
動
に
従
事
し

ま
す
。
夜
間
は
少
数
の
当
直
の
ス
タ
ッフ
だ
け
で
は
対
応
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
近
隣
の
医
師
が
医
療
救
護
活
動
を
助
け

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
備
え
た
災
害
時
の
マニュア
ル

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
災
害
時
医
療
救
護
所
や
病
院

で
の
ト
リ
ア
ー
ジ（
負
傷
者
の
重
症
度
判
定
）が
必
要
に

な
り
ま
す
。
こ
の
ト
リ
ア
ー
ジ
や
救
急
医
療
に
か
か
わ
る

医
師
は
、三
鷹
市
で
は
杏
林
大
学
に
依
頼
し
て
、
講
習
会

や
訓
練
を
最
低
で
も
一
年
に
一
回
は
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
震
発
生
直
後
は
、
救
急
車
を
要
請
し
て
も
平
時
の

よ
う
に
は
期
待
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
住
民
は
災
害
時
医

療
救
護
所
と
災
害
時
医
療
拠
点
を
知
っ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
三
鷹
市
で
は
、
災
害
時
医
療
救
護
所
と
災

害
時
医
療
拠
点
を
地
図
で
具
体
的
に
表
示
し
た
掲
示
板

を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
本
誌
に
は
略
図
を
示
し
ま
す

（
図
2
）。
ま
た
、
住
民
に
歯
科
診
療
、
出
産
の
で
き
る
病

院
を
知
ら
せ
て
あ
り
ま
す
。

歩
け
る
程
度
の
軽
度
の
負
傷
者
は
災
害
時
医
療
救
護
所

に
向
か
って
も
ら
い
ま
す
。
ト
リ
ア
ー
ジ
の
後
に
重
症
の
方

は
災
害
拠
点
病
院
に
搬
送
し
ま
す
。
災
害
拠
点
病
院
と
し

て
機
能
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
特
徴
を
生
か

し
た
活
動
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
師
会
員
に
は
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
配
布

し
て
あ
り
、掲
示
す
れ
ば
市
内
を
通
行
で
き
る
よ
う
調
整

中
で
す
。
都
全
体
と
し
て
も
統
一し
た
身
分
証
明
書
の
発

行
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
現
在
、
東
京
都
医
師
会
で

検
討
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
医
療
救
護
所
に
ト
リ
ア
ー

ジ
パッ
ク
と
医
薬
品
と
小
外
科
セ
ッ
ト
、

歯
科
用
セ
ッ
ト
、
二
つ
の
分
娩
セ
ッ
ト

を
備
畜
し
て
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
10

か
所
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
も

簡
易
な
医
薬
品
セ
ッ
ト
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
災
害
時
医
療
救
護
所
で
、

実
際
に
被
災
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行

い
ま
す
。
歩
け
る
人
は
災
害
時
医
療

救
護
所
で
手
当
て
を
受
け
ま
す
。
災

害
時
カ
ル
テ
、
災
害
時
処
方
箋
を
用

意
し
ま
し
た
。
災
害
時
医
療
救
護
所

に
な
い
薬
を
備
蓄
し
て
お
く
た
め
に
、

医
薬
品
卸
し
業
者
と
の
連
携
に
よ
り

医
薬
品
ス
ト
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
構
築
中

で
す
。
出
産
が
迫
っ
て
い
る
妊
婦
に

は
、で
き
る
だ
け
安
全
に
出
産
で
き

る
よ
う
分
娩
経
過
を
わ
か
り
や
す
く

す
る
た
め
の
記
録
紙
も
配
布
し
て
あ

り
ま
す
。

災
害
時
医
療
拠
点
は
三
鷹
市
内
の

災
害
時
医
療
救
護
所
、救
援
チ
ー
ム
か

ら
の
情
報
を
収
集
し
、ト
リ
ア
ー
ジ
さ

れ
た
中
等
症
の
負
傷
者
を
引
き
受
け

ま
す
。
さ
ら
に
災
害
拠
点
病
院
で
あ
る

杏
林
大
学
病
院
と
連
携
を
と
り
ま
す
。

1
2

5

4

3

B
D

C

A

E
F

G

7

6

三鷹市災害対策本部
（三鷹市役所）

災害医療対策実施本部
（三鷹市総合保健センター）

杏林大学病院

杏
林
大
学
病
院
は
東
京
D
M
A
T
指
定
病
院
で
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
平
時
か
ら
三
鷹
市
医
師
会
は
日
本
医
師

会
、
東
京
都
医
師
会
、
近
隣
医
師
会
と
情
報
共
有
し
、

さ
ら
に
行
政
を
は
じ
め
と
し
て
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師

会
、
助
産
師
会
、
柔
道
接
骨
師
会
と
連
携
し
て
、
災
害

時
医
療
対
策
を
行
って
い
ま
す
。

図2　三鷹市の災害時医療救護所・災害時医療拠点災害時医療救護所
1  第五小学校

2  高山小学校

3  中原小学校

4  南浦小学校

5  第三小学校

6  井口小学校

7   大沢台小学校

災害時医療拠点
A  武蔵野病院

B  三鷹病院

C  篠原病院

D  野村病院

E  井之頭病院

F  三鷹中央病院

G  長谷川病院

組
織
活
動

2

地
震
の
と
き
に
け
が
を
し
た
ら

災
害
時
医
療
救
護
所

災
害
時
医
療
拠
点

5

お
わ
り
に



ダ
ニ
に
か
ま
れ
て
起
こ
る
感
染
症
が
あ
る
と
き
き
ま

し
た
。ど
の
よ
う
な
病
気
で
す
か
？ 

（
八
王
子
市
、男
性
、68
歳
）

最
近
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
新
し
い
感
染
症

「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
」（Severe fever w

ith 
throm

bocytopenia syndrom
e:SFT

S

）の
患
者
が
、
日

本
国
内
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
病
気
は
2
0
1
1
年
に

初
め
て
特
定
さ
れ
た
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。
主
な
症
状
は
発
熱
と
消
化

器
症
状
で
、
重
症
化
し
、
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

中
国
や
米
国
で
も
同
様
の
症
状
の
あ
る
数
名
の
感
染
患
者

の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
、ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
て

い
る
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
感
染
し
て
い
ま
す
。

マ
ダ
ニ
は
家
庭
内
に
生
息
す
る
ダ
ニ
と
は
種
類
が
異
な
り
、

固
い
外
皮
に
覆
わ
れ
た
比
較
的
大
型（
吸
血
前
で
3
～
4㎜
）の

ダ
ニ
で
、
主
に
森
林
や
草
地
な
ど
の
屋
外
に
生
息
し
、
市
街
地

周
辺
で
も
見
ら
れ
、日
本
で
も
全
国
的
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
活
動
が

盛
ん
な
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
注
意
が
必
要
で
す
。
草
む
ら
や

や
ぶ
な
ど
、マ
ダ
ニ
が
多
く
生
息
す
る
場
所
に
入
る
場
合
に
は
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴
を
着
用
し
、
肌
の
露

出
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
屋
外
活
動
後

は
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
か
ま

れ
て
し
ま
っ
た
ら
、マ
ダ
ニ
の一
部
が
皮
膚
内
に
残
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
の
で
、か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　

木
村
先
生
は
大
学
卒
業
後
、
母
校
の
東
京
医
科
大
学
や
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー（
現 

国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
）で
肺
が
ん
の
研
究
・
診
療
に
当
た
り
、
そ
の
後
に
勤
務
し
た
病
院

で
は
外
科
全
般
の
診
療
に
携
わ
り
、
幅
広
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
木
村
病

院
の
院
長
と
し
て
地
元
の
医
療
に
貢
献
し
な
が
ら
、日
本
医
師
会
で
は
救
急
災
害
医
療

対
策
委
員
と
し
て
、
東
京
都
医
師
会
で
は
病
院
・
救
急
担
当
の
理
事
と
し
て
、
救
急
・
災

害
医
療
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
93
年
か
ら
約
10
年
間
、
東
京
都
と
東
京
消
防
庁
に

お
い
て
、
救
急
と
災
害
に
か
か
わ
る
委
員
を
歴
任
し
、
そ
の
間
に
、
救
急
・
災
害
医
療
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
を
検
討
し
て
体
制
を
整
え
る
業
務
に
携
わ
り
、
厚
生
労
働
省
の
委
員

と
し
て
救
急
救
命
士
の
活
躍
の
場
を
拡
大
す
る
こ
と
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

2
0
0
7
年
に
、
東
京
消
防
庁
に
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
電
話
に
よ
る
医
療
機
関
の
案
内
と
救
急
相
談
を
24
時
間
体
制
で
行
って
い
ま
す
。

医
療
法
人
社
団
佑
和
会 

木
村
病
院

理
事
長
・
院
長

医
師
の 一 

日

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

で
、24
時
間
電
話
相
談

#
7
1
1
9

木
村 

佑
介
先
生

　
木
村
佑
介
先
生
は
、
祖
父
が
開
業
し
た
外
科
病
院
の
三
代
目
の
院
長

で
す
。
病
院
の
あ
る
大
田
区
蒲
田
は
戦
後
、京
浜
工
業
地
帯
の一角
と
し
て

栄
え
、
幹
線
道
路
の
交
通
量
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境

で
、
労
働
災
害
や
交
通
外
傷
の
救
急
患
者
さ
ん
を
診
療
す
る
祖
父
や
父

の
姿
を
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
見
て
き
た
の
で
、
自
身
も
医
師
と
な
り
、ご

く
自
然
に
外
科
を
専
攻
し
た
そ
う
で
す
。
今
回
は
、
木
村
先
生
が
救
急

相
談
医
を
務
め
る
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
を
見
せ
て
い
た
だ

き
、後
日
、院
長
を
務
め
る
木
村
病
院
で
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

木村佑介先生
69年東京医科大学卒業、同大学外科
勤務、75年国立がんセンターにて研修、
91年4月木村病院院長就任、06年1月
医療法人社団佑和会木村病院理事長
就任。
88年7月～04年5月日本医師会救急災
害医療対策委員会委員。
93年4月～03年4月東京都医師会理
事、東京消防庁災害救急情報センター
救急隊指導医制度運営協議会委員。
05年～12年日本臨床救急医学会地域
救急医療体制検討委員会委員長。

救急相談センター 

 （24時間・年中無休）
つながらない場合は――――――

 D
r. Yusuke Kim

ura

救
急・災
害
医
療
に
か
か
わ
る
委
員
を
歴
任

　
　
　
　
　
　
　
　
で
、24
時
間
相
談
受
け
付
け

シャープ

#
ナナ

7
イチ

1
イチ

1
キュウ

9

23区
03-3212-2323

多摩地区
042-521-2323

#
7
1
1
9
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救急医療 出血―⑹　播
は

種
しゅ

性
せい

血管内凝固症候群
り、命を落とすこともあります。

治りますか？

　さまざまな治療を組み合わせ、必要に応じてICU（集

中治療室）などで治療に当たりますが、重要なのは

DICの原因になった病気の治療です。DICの状態に有効

な薬はありますが同時に原因疾患の治療が不可欠です。

DICを一気に良くする特効薬に当たるものはなく、原因

となった病気が改善することでのみ治ります。DICの死

亡率は30～40％とも言われています。

　非常に“重い”言葉をつかって説明しましたが、決して

オーバーではありません。病状が予断を許さないこと、

命にかかわる事態であることとして捉え、ご家族としてで

きる限り患者さんのサポートをしていただく時期であり、

治療内容を見守っていただきたいと考えます。

播種性血管内凝固症候群とは？

　DICという病気の日本語名です。英語

ではDisseminated intravascular coagulationと

言い、頭文字をとってDIC。病院内でもこの略語が広く

用いられています。きき慣れない上に物々しい名称です

が、仕組みも非常に複雑で、かつ、重篤です。

　普段、われわれの体内では、血液は固まる作用（凝固）

と溶ける作用（線溶）がバランス良く、繰り返し行われて

います。DICは、重篤な感染症やがんといった病気、大

きな外傷、あるいは妊娠などがきっかけとなって、このバ

ランスが崩れた状態を言います。固まりすぎた血液が臓

器障害を起こしたり、ときには逆に血液が固まらなくて出

血が止まらなくなったりします。病状によっては、血圧低

下（ショック）や呼吸不全など、さらには多臓器不全に至

27

は
じ
め
に
通
信
員
が
電
話
を
受
け
付
け
、
医
療
機
関
案
内
か
救
急
相
談
か
を
判
断
し

ま
す
。
医
療
機
関
案
内
の
場
合
は
、
相
談
者
の
住
ま
い
の
近
く
の
医
療
機
関
の
情
報
を

通
信
員
が
確
認
し
案
内
し
ま
す
。

救
急
相
談
の
場
合
は
、
通
信
員
が
簡
単
に
症
状
を
き
い
て
、
看
護
師
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

看
護
師
は
詳
し
く
症
状
や
状
況
を
き
き
、応
急
手
当
の
指
導
や
、何
科
に
か
か
れ
ば
よ
い

か
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
と
いっ
た
緊
急
性
の
判
断
を
行
い
ま
す
。
こ
の

と
き
相
談
医
は
、
相
談
者
と
看
護
師
の
会
話
を
き
い
て
い
て
、
看
護
師
に
助
言
を
与
え

ま
す
。
緊
急
性
が
高
い
場
合
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
向
か
わ
せ
ま
す
。

木
村
先
生
は
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
の
開
設
時
か
ら
相
談
医
と
し
て
活
躍
し
て
い
て
、
現

在
は
ひ
と
月
に
1
、2
回
、こ
の
セ
ン
タ
ー
に
詰
め
て
い
ま
す
。「
開
設
当
初
に
比
べ
る
と
看

護
師
の
数
も
増
え
、
緊
急
性
を
判
断
す
る
手
順
も
整
っ
て
、
充
実
し
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
み
ん
な
が
慣
れ
て
き
て
、
相
談
者
の
話
を
上
手
に
き
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

と
木
村
先
生
。

現
在
、
医
師
約
6
5
0
名
と
看
護
師
33
名
が
交
替
で
、チ
ー
ム
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

通
信
員
の
ほ
か
医
師
1
名
と
看
護
師
5
、6
名
が
24
時
間
3
6
5
日
待
機
し
て
、
救
急

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

昨
年
一
年
間
の
相
談
受
け
付
け
総
数
は
32
万
1,
3
5
5
件
で
、
そ
の
う
ち
74

・

1
％

が
医
療
機
関
の
案
内
、
25

・5
%
の
8
万
2,
0
7
5
件
が
救
急
相
談
で
し
た
。一日
当
た

り
に
換
算
す
る
と
、
相
談
件
数
は
8
7
8
件
、
そ
の
う
ち
救
急
相
談
は
2
2
4
件
で
す
。

相
談
の
内
容
は
小
児
の
発
熱
が
最
も
多
く
、
次
い
で
小
児
の
頭
部
外
傷
、
腹
痛
、
小
児
の

嘔
吐
・
吐
き
気
、
頭
痛
、め
ま
い
と
続
き
ま
す
。
相
談
の
結
果（
一
日
あ
た
り
）は
、
救
急

要
請
が
30
件
、
医
療
機
関
の
案
内
が
1
1
6
件
、か
か
り
つ
け
医
の
受
診
を
す
す
め
た
の

が
51
件
で
す
。
平
日
は
夕
方
以
降
、
土
・
日
・
祝
日
は
終
日
、
電
話
が
鳴
り
続
け
る
よ
う

な
状
況
で
す
。
取
材
は
平
日
の
午
前
中
で
し
た
が
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
通
信
員
が
看

護
師
に
電
話
を
つ
な
ぎ
、
木
村
先
生
は
座
って
い
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

緊
急
だ
と
思
っ
た
と
き
は
1
1
9
、で
も
迷
っ
た
と
き
に
は　
　
　
　
　
　
　
　

に
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。
救
急
医
療
は
都
民
の
大
切
な
社
会
資
源
で
す
か
ら
、
譲
り
合
っ
て
適

切
な
利
用
を
心
が
け
た
い
で
す
ね
。

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
の
チ
ー
ム
体
制
と
相
談
状
況

み
な
さ
ん
に
お
願
い

#
7
1
1
9

  連
載 コ ラ ム

■救急相談センター＃▢7119の2012年の
相談受付件数

（東京消防庁資料より）

かけ直し依頼 0.2％
512件

医療機関案内
74.1％
238,257件

●受付総件数
　　321,355件

その他 0.2％
511件

救急相談 25.5％
82,075件

難
し
い
相
談
内
容
の
と
き
は
、
相
談
医

の
指
示
を
仰
ぐ
。

向
こ
う
側
の
二
人
は
、
最
初
に
電
話
を

受
け
る
通
信
員
。
救
急
相
談
の
際
は
グ

レ
ー
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
看
護
師
に
電
話
を

つ
な
ぐ
。
相
談
医
は
、
相
談
者
と
看
護

師
の
会
話
を
き
い
て
い
る
。

7



②稗田神社
⑦上野動物園
（表紙）

④旧呑川緑地

①蒲田東急プラザ
屋上遊園地

①蒲田東急プラザ
屋上遊園地

③大田区総合体育館

⑤大森 ふるさとの浜辺公園
（表紙）

⑥大森 海苔のふるさと館

２

１

３

5

４

6

7 ８

相
生
橋

大森署前

さ
い
か
ち
橋

区
体
育
館

美原高

東京ガス
グラウンド

北
口

新呑川

内川

平
和
島
駅

大
森
町
駅

梅
屋
敷
駅

京
急
蒲
田
駅

J
R
蒲
田
駅

環七
通り

産
業
道
路

多摩堤通り

第
一
京
浜

京
急
本
線

京
浜
東
北
線

東
海
道
本
線

東日本の復興に力の結集を

※普通の速度で歩いた場合（1分間に60m・4kcal消費）

「元気がいいね」 第81号 （年6回隔月刊）  2013年9月15日発行
発行：公益社団法人 東京都医師会　〒101-8328 東京都千代田区神田駿河台2-5  Tel 03-3294-8821  Fax 03-3292-7097　／　編集：株式会社 協和企画 Ⓒ2013

●散歩コースと
消費エネルギー
のめやす

約85分・340ｋｃａｌ―――――――――――――――――
JR京浜東北線・東急多摩川線/池上線 蒲田駅→蒲田東急
プラザ屋上遊園地→稗田神社→大田区総合体育館→旧
呑川緑地→大森 ふるさとの浜辺公園→大森 海苔のふる
さと館→京急本線平和島駅（約5km）

今
号
、
散
歩
人
に

与
え
ら
れ
た
紙
幅
は

少
な
い
。
ど
う
し
て
も

伝
え
て
お
き
た
い
の
は
、

コ
ー
ス
上
で
紹
介
で
き
な

か
っ
た「
黒
湯
」の
こ
と
だ
。
大

田
区
に
は
50
件
ほ
ど
の
銭
湯
が
あ
る
が
、
と
り

わ
け
蒲
田
に
は
、
古
代
の
草
木
の
成
分
が
溶
け

込
ん
だ
鉱
泉
、い
わ
ゆ
る「
黒
湯
」
を
汲
み
上
げ

て
い
る
銭
湯
が
点
在
す
る
。
あ
く
ま
で
個
人
的

感
想
で
あ
る
が
、
湯
上
り
の
肌
は
し
っ
と
り
ツ

ル
ッ
ツ
ル
で
、
下
手
な
保
湿
剤
な
ど
い
ら
な
い
。

子
ど
も
と
一
緒
に
散
歩
す
る
な
ら
コ
ー
ス
を
順

行
し
、か
つ
て
の
大
森
海
岸
を
再
現
し
た
と
い
う

ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園
を
満
喫
し
て
ほ
し
い
。
ボ

ラ
が
跳
ね
、コ
サ
ギ
が
足
を
濡
ら
し
、カ
ニ
が
遊

ぶ
白
い
砂
浜
や
、
釣
り
が
で
き
る
磯
が
あ
る
。

私
は
コ
ー
ス
を
逆
行
し
、
散
歩
→
黒
湯
→
羽
根

つ
き
餃
子
で
、
蒲
田
の
夜
を
仕
上
げ
た
い
。

公益社団法人

とうきょう点描
元気散歩マップ

旧呑川緑地に沿って
ふるさとの
浜辺公園へ

入場
無料

••••••中野区医師会主催•••••••

中野医療フォーラム
区 民 公 開 講 演 会

先着 150名様
（お子様とご一緒にモニターで聴講することもできます）

●日時：10月27日（日）
午前10：30～11：30（開場10：00）

●会場：中野区医師会館
（ＪＲ中野駅南口徒歩3分）
TEL 03-3384-1335

 『車イスからの出発（たびだち）

～絶望の淵から這い
上がるまでの軌跡～』

鈴木ひとみ氏
パラリンピック日本代表、
モデル、エッセイスト他

医師向け　9:00～12:00

第7回

江東区医師会医学会
区 民 公 開 講 座
●日時：11月10日（日） 13：00～16：00
●会場：江東区医師会館　東西線東陽町

駅下車 1番出口徒歩5分（江東区役所前）

入場無料

参加費
無料

定員
1,200名

特別講演、AED体験会、なんでも健康相談会は事前申込制と
なります。電話で江東区医師会事務局へお申込みください。
(受付開始日：10月16日（水）)

● 申込方法：参加希望の方は、電話またはEmail
にて、「住所、氏名、年齢、性別、電話番号」を明
記のうえ、お申込みください。

●AED体験会
（定員15名）11：00～

〈事前申込制〉

●なんでも健康相談会
（定員8名）12：00～13：00

〈事前申込制〉

◆お問い合わせ　江東区医師会事務局
TEL．03-3649-1411

●申込・
問い合わせ先

電話：03-3962-1301 
E-mail：kouhou@itabashi.tokyo.med.or.jp

講演・シンポジウム 
14：20～16：00 申込不要 「豊かに楽しく老いる－認知症・介護の在宅医療－」

特別講演 
定員：100名

13：00～14：10 開場 12：30より

「生き方雑記帖」
作家　山

や ま も と

本 一
い ち り き

力

板橋区医師会医学会
第18回 区民公開講座

●日時：12月8日（日） 10:30～16:45
●会場：板橋区立文化会館大ホール

［板橋区大山東町51-1］東武東上線「大山」駅下
車3分、都営三田線「板橋区役所前」駅下車7分

●主催：公益社団法人板橋区医師会・板橋区

宇宙医学の社会への還元
「有人宇宙飛行　黎

れい

明
めい

期
き

に活動した二人の医師と
宇宙飛行士が語る」

「宇宙と健康」
JAXA宇宙飛行士／宇宙医学研究センター長　向井 千秋

シンポジウム「宇宙医学と健康長寿」

●第1部●

●第2部●

10:30～12:00

14:45～16:45

●特別講演●
13:00～14:30

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
●

事前
申込制
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